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ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
救
急
医
療
機
関
の
認
定 

（
医
療
整
備
課
）　
　

一

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

一

〇
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
長
期
優

　

良
住
宅
建
築
等
計
画
に
関
す
る
良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
居
住

　

環
境
の
維
持
及
び
向
上
の
配
慮
に
関
す
る
基
準 

（
住　

宅　

課
）　
　

一

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
二
件
） 
（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

二

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決

　

定 
（
下
水
道
課
）　
　

二

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

二

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号

　

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
病
院
を

救
急
病
院
と
認
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

認
定
年
月
日

認
定
の
有
効
期
限

美
里
町
立
南
郷
病
院

美
里
町
木
間
塚
字
原
田
五
番
地

平
成
二
十
九
年
五
月
一

日

平
成
三
十
二
年
四
月
三

十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
五
六
一

Ｓ
ｅ
ｅ
ｄ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ

ａ
ｎ
ｙ
登
米
市
迫
町
新
田
字
狼

ノ
欠
二
十
番
地
十
二

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

特
定
非
営
利
活

動
法
人
わ
ら
い

の
館
四
季

平
成
二
十
九
年

五
月
一
日

〇
四
一
一
六
〇
〇
〇
二
六

就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
あ
が
い
ん

富
谷
市
成
田
八
丁
目
一

－

一

就
労
移
行
支
援

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ふ
う
ど

ば
ん
く
東
北
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ

平
成
二
十
九
年

五
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
六

条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
に
関
す
る
良
好
な
景
観
の
形
成
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る

居
住
環
境
の
維
持
及
び
向
上
の
配
慮
に
関
す
る
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、平
成
二
十
九
年
五
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

建
築
を
し
よ
う
と
す
る
住
宅
が
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
地
区

計
画
等
の
区
域
（
同
法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
地
区
整
備
計
画
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災

街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特

定
建
築
物
地
区
整
備
計
画
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
、
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の

維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
歴
史
的

風
致
維
持
向
上
地
区
整
備
計
画
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三
十
四
号
）

第
九
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
沿
道
地
区
整
備
計
画
又
は
集
落
地
域
整
備
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
三

号
）
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
集
落
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
。）
内
に
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
住
宅
が
当
該
区
域
に
係
る
全
て
の
当
該
地
区
計
画
等
に
定
め
る
建
築
物
に
関
す
る
事
項
（
建
築
物
の
敷
地
、
構
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造
、
建
築
設
備
、
用
途
又
は
形
態
意
匠
に
つ
い
て
の
制
限
の
う
ち
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一

号
）
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。）
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
。

二 　

建
築
を
し
よ
う
と
す
る
住
宅
が
景
観
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
景
観
計
画

の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
住
宅
が
当
該
景
観
計
画
に
定
め
る
建
築
物
に
関
す
る
事
項
（
建
築
物
の
敷
地
、

構
造
、
建
築
設
備
、
用
途
又
は
形
態
意
匠
に
つ
い
て
の
制
限
に
限
る
。）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

三 　

建
築
を
し
よ
う
と
す
る
住
宅
が
次
に
掲
げ
る
区
域
又
は
地
区
内
に
あ
る
場
合
に
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

の
認
定
は
行
わ
な
い
。

　

１　

都
市
計
画
法
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
促
進
区
域

　

２　

都
市
計
画
法
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
の
区
域

　

３　

都
市
計
画
法
第
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
の
施
行
区
域

　

４　

都
市
計
画
法
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
市
街
地
開
発
事
業
等
予
定
区
域

　

５ 　

住
宅
地
区
改
良
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
が
あ
っ
た
日
後

に
お
け
る
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
改
良
地
区

四 　

前
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
建
築
し
よ
う
と
す
る
住
宅
が
許
認
可
等
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
前
号
の
区
域
又
は

地
区
内
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
は
、
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
五
十
号

　

石
巻
市
北
方
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

加　
　

藤　
　

慶　
　

太　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
五
十
一
号

　

北
上
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

加　
　

藤　
　

慶　
　

太　
　
　

公　
　
　

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
開
発
業
務

一
式

二 　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

土
木
部
下
水
道
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁

目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日

四 　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ
東
北　

仙

台
市
青
葉
区
一
番
町
一
丁
目
九
番
一
号　

仙
台
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
二
十
一
階

五　

契
約
金
額　

四
千
三
百
八
十
四
万
八
千
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七 　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令

第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
該
当

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

気
仙
沼
市
赤
岩
杉
ノ
沢
八
番
二
、
八
番
四
、
十
七
番
五
、

同
赤
岩
平
貝
八
十
五
番
一
、
八
十
七
番
一
、
九
十
番
一
、

九
十
番
二
、
九
十
番
四
、
九
十
一
番
一
、
九
十
一
番
二
、

九
十
一
番
三
、
九
十
一
番
五
、
九
十
一
番
六
、
九
十
一
番

七
、
九
十
一
番
八
、
九
十
一
番
九
、
九
十
一
番
十
、
九
十

番
一
地
先
の
水
の
一
部
、
九
十
番
一
地
先
の
道
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

気
仙
沼
市
田
中
百
八
十
四
番
地

 

気
仙
沼
市　
　
　
　
　
　
　
　
　


